
 大木智弘 （川越高校卒） 
 
３年生の３月、大木の受験は終わった。結果は全滅。高校３年間、野球や学校 

行事に時間を取られ、勉強に一生懸命打ち込むことができなかった。 
       大木の志望校は東京学芸。夢は数学を面白く教える先生になること。これを達成

するにはまず５教科７科目で２００点上げなければならない。偏差値でいうと２０

のひらきだ。 
一般的に浪人生が１年間で上がる点数は５０点といわれ、２００点ｕｐは不可能 

に近い。しかし東進であれば高速学習ができるため１年間の授業を１カ月で終えることもできる。つまり成績が劇

的に上がる学習の仕方が完璧にそろっているのだ。しかも他の予備校は５月から本格的に授業が始まるが、東進な

ら入塾してからすぐ勉強を始めることができる。大木は３月中旬、東進で浪人生活をスタートした。 
 
大木は英語が苦手で単語をほとんど覚えていなかった。担任は「英語はまず単語を頭に入れる。１０００より２

０００、２０００より３０００。数が多ければ多いほど力はつく。それも短期間に一気に！」 
東進ではどんなに暗記が苦手な生徒でも３日～１週間で２０００コ詰め込む高速マスター講座がある。大木は入

塾してすぐに取り組んだ。センター１８００は２日、熟語７５０は３日。驚異的なスピードでこなす。担任の英単

語テストも３月中に５０点中の４６点を記録。大木は３月中にセンターレベルの英単語、熟語を一気に覚えてしま

った。英文法の授業、構文の授業も４月のセンター模試までに終えた。現役時のセンターは８３点であったが、4
月の模試で１３２点。スタートの 1 ケ月で５０点近く上げた。担任と大木で立てた計画通りの学習量と成績ｕｐ。

面談時に少しだけニッコリしたが、「５月はどのように５教科７科目やっていけばいいですか？」「二次試験で使う

数ⅢＣをどういうスケジュールでやればいいですか？」とすぐ切り替えた。 
大木はきわめてストイックだ。油断という言葉が彼にはまったくない。５月のＧＷから毎週水曜日は、センター

過去問演習講座で英語と数学、国語の３教科に取り組む。英語は回を重ねるごとに１４０、１６０、１７０点を記

録、数ⅠＡも８０点を突破。しかしⅡＢと現代文が不安定。ある日の面談で「数ⅡＢは計算量が多すぎることと、

特に空間ベクトルは計算も厳しいけど図形の作図がめちゃくちゃになって・・・」と大木。今までにない深刻な表

情だった。その日の面談は長時間続いた。担任と大木で考えた勉強法は数学ⅡＢは毎日解く、特にベクトルはそれ

とは別に朝と夜に大問別で解く。現代文は読み方、解き方がバラバラになっていたのでセンター現代文を受講、そ

の後に過去問を解くという学習に変更した。効果はなかなか出なかったが、実のところ、大木も担任も確実に手ご

たえを感じていた。そして、９月の終わりには、過去問で数学ⅡＢ、現代文が８割を安定してとれるようになって

いた。 
１０月、いよいよ過去問演習にはいる。日曜に国立二次の記述型答案練習講座、木曜に早稲田の過去問演習講座

を解く。早稲田の数学は大木にとって相性がよくない問題が出題され合格点に届かないこともあった。そんなとき

こそ、解説授業をしっかり受けて、過去問の解き直しを徹底的にやった。 
 大木は 1 年の全てを勉強に費やした。毎日、朝から夜まで。正月も校舎で勉強。リズムを崩すことはなかった。 
 
 結果、東京学芸、早稲田、立教、明治合格。 
 それは、担任と二人三脚でつかんだ人生の勲章ともいえる。 
 大木は今、志望大学に合格するという中間目標を達成した。 
これから数学の先生になるために、数学の楽しさを追究するために、大学でもストイックに勉強に打ち込むだろう。 


